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次の記述を読んで，設問に答えよ。

D社は，システム構築べンダである。顧客企業のシステム開発を受託する以外
に，自社で所有するデータセンタを活用したサービス事業も展開している。最
近，D社のアプリケーション開発部門が，新しいへルプデスクソフトを開発し
た。D社は，このソフトウェアの販売に当たり，顧客企業にとって導入期間の
短縮及び初期コストの低減が可能なサービス型で提供できないか，検討するこ
とになった。その担当者として，データセンタサービス部門のサーバ技術者で
あるS君とネットワーク技術者であるN君が指名された。

S君は，“比較的小規模で，多くの顧客企業にサービスを提供する場合は，サ
ーバの仮想化を行って，複数企業でサーバを共用すれば，投資の削減，サービ
ス立上げの迅速化，運用効率の向上などが可能になる”と考えた。サーバの仮想
化では，仮想化を行う仕組み（以下，仮想化機構という）を動作させるサーバ
のことを物理サーバという。仮想化機構によって，物理サーバ上に複数のOS
実行環境（以下，仮想サーバという）を作成することができる。

N君とS君は，仮想サーバを使ったシステムの技術的特徴を整理した上で，ま
ずサーバ仮想化の検討を行った。

〔サーバ仮想化の検討〕
物理サーバ上に，仮想化機構を動作させるためのOSを必要としない，

［　ア　］方式と呼ばれる方式は，仮想サーバの動作の安定性，仮想化を支援
するハードウェアによる性能向上などを背景に普及しつつある。仮想化機構は，
仮想サーバの実行制御及び仮想サーバと外部のネットワークやストレージデバ
イスとの接続制御を行う。
仮想サーバを使用したシステムでは，1台の物理サーバ内で，多数の仮想サ
ーバを動作させることができる。N君によると，“仮想化を行った場合は，仮想
化を行わずに物理的に独立したサーバだけでシステムを構成する場合と比較す
ると，NICなどの外部接続用ハードウェアを複数の仮想サーバで共有するので，
［　イ　］と［　ウ　］の面でより注意が必要である”ということであった。

設問	 本文中の［ア］～［ウ］に入れる適切な字句を答えよ




